
別紙１ IDの管理形態
ＩＤ モデル 特徴

セ
パ
レ
ー
ト
モ
デ
ル

行政サービス毎に分野別ＩＤを
付番

分野別ＩＤカードによってそ
れぞれの行政サービスを受
ける。

ＩＤ漏洩被害は分野単位に
止まる。

代表例：ドイツ

フ
ラ
ッ
ト
モ
デ
ル

分野別ＩＤを廃止しＪＡＰＡＮ‐ＩＤ
に統一

ＪＡＰＡＮ‐ＩＤによってそれぞ
れの行政サービスを受けるこ
とができる。

ＩＤ漏洩被害が広範囲に及
ぶ。

代表例：アメリカ

セ
ク
ト
ラ
ル
モ
デ
ル

行政サービス毎に分野別ＩＤを

付番

各分野別ＩＤをＪＡＰＡＮ‐ＩＤで

紐付け

ＪＡＰＡＮ‐ＩＤによってすべて
の行政サービスを受けること
ができる。

ＩＤ漏洩被害は分野単位に
止まる。

代表例：オーストリア
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